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Ⅱ-32 条ヤロ め六不花 和上の力二月維 イ●につ‐ζ(わ 幸に)

移遊人タニタタ ェ ス 藤 水 表

オ /`口峰 ;茨会 `、 孝%は た K″こ柔 し入メ命 休 茶の手 券社 と花 かめる たあ 1 菊ヽ がヮ六 ―勅

ル縮条イ1下 の霧 ん 史′羨 の経 ス が ゥ 縁 口 ぁ六不死 ォoメbム のた ヵ緩和イラ社 ヵ
'わ上寃 物 つた欺、

試料 のな乞わた ガ うグ 1・初期 a ,｀ヶ .よ っ てみ 琴 oれ 、 」ホ級 わガ 社 辛 の幾ゎ基λ (級 かス
ペフ ト′レ )と ´勒ル 縮弟友 `の 力 |くお 数 lタタその 厠殊 ′,ぁ る ミ 4な どと十人■ とル。 今 回け―

雅 数 っ枠 』 ″八 不薙 ゎ米b二 で/ Jガ フム ズ亥 9ゥ ぅ ィ1 )グとえ 今 した場合 の一勒来ィキT・ 教
‐A 7り社、 ( D二 l l b久猾 (リト〃卜米 )■ の緩和 考刀■にフし,て の結果 と薇 争する。 ガ ぁ`、 。 れ リー

上 のィたぇ ,す、井 し ,夕 な村 ″一雅 てあ る とっ見之 1・以 って、 その レオ ロジー '夕雄 負ゅ解 明
l t  lり社 論 的 ガz来 ゎ 4 `夢 入 せ ん と,る βり'こ れ けて oろ しつて ぁる。

/、業瘍ざオス

キヘ料茄工 にはシ埼暑た内わ 」・(G = 2、7 2 ,  夕〃ス7の方■介二多′/% ,

4乙=夕∂イ%′ ′Z=′く/%,θMa=2ぅ、グ%, ″″冷=/夕θθみたAち a“θ′くぉ

けるSr=δδ,7%, 主 暑ルム磁物′ォイラィト 禾 `雄 え される )と りえ

用しだ。 ″ ・為ニカ合久料 ιしz′また内為上に玄ガ檬 羊〃 (Gニ

2、ι夕,D。二α/物,磁 =θ、2フ″潔 )と お上 っ烹乞系笠i′.)すとんち りつ

あヽ』びヽづ/● 劇 沿ヽ そ,そ谷 したも″を使 用 しル。 久 :ベタト′ょふ。少

″a,径 "、2れれで、 冷―火 てSrのヶガ /′～/′ο %の 推β ドだろ∫つ 卜気芝上に米 とか んて寿

的 “脅 口めてっくり、 ス ターア で
'包ん て募ヵ泣えに′'"ノカ″重 した ιのと彙喰ド及 用 した。

え、掟 次 こ は 夕具 2 .禾 ′ι .て 、 一 え の フ.ケε。′よ二勒 `′レ lマ タス ノ プシ フ で瞬 向の バ

セ ′レ灼 の ス ベ 外 К夕 ん ゥ れ、 セ / L内 I .ぼ ユ混 以 上 力
°
C土 /́°ご の 絶 l■D杓 てムカ の杉 表 人 ノ%

及 し、 侯 式 体 の過 友 ι欠験 中´ぇ ,・休 っ ミ ιか ど oる 。

え、変 (′,どだ、ル y―‐か∫ひ″ ―雅ユ及ハ物4雅 ん行な ttメすア
クの場か、a´ 物仁゛狭試外 フ本 夕う多 /本 l,藤ルズ険終了

力 線 ´ イ
J'tC移
じ
脅
ι蒟 ´ で ハ 嫁 ‰ `ノ め、 た の /不 け L″ ,

´中/・統 (ク フグ″1崚 'ι la承 卜猜 ■ とル ん、 女脅 ガ維わ 史

験 好 のιo Fガ っ ′t ιさ餘 看 して
ヵ
売に,'`マ ι聯 か tム 後 'こ

ボ″ォ。 実 験 (″ι・̀ `、 1つ― S ,つル ニ っ夕 ′̀つ りてl・0″ a´ し

ιてえか ら と髯ィタ亥ル `ノ″″1水 乗升 Z緻 ル吏3父こ行 な ,ハ ′■

´オレ 狡バ体 ` tつ、,マ l f離″ , aィ zへ ι参 1 `し た場合 ,

畿 わス～ ′ トル,表 に ■し絞 ぢ cてヶ ル。 」 た、 イスル燿雄 Z

右 `多 久 沢体 て′す緩 わ ′rを上 ι入後 一ュ擦看 して彦ウ″″ て

な 晨け ´ ・ ―し円 ι繁め、 同 ´甘″性 の結ル雁 雄 ι/ 4でだ い狭

ツベ体のこ´ル月 (オ 謝「米,し ん以した。 実 験 (り′(″̀ ιヌ搭

バ募っ久ァ″ι友′,α`//傷 乙ぁる。
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3島 とε。多″り響と狡ケチしル∂
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――̀

32-1

ダ巣 ″






